
特別支援学級・学校にオススメ！

多様な専門分野の講師が学校の要望に応えます！

モノづくり魂浸透事業 ～派遣講座～

No. 講座テーマ
対象年齢層（想定）

講師 講座概要
小学校 中学校 特別支援

2
試作モデル制作の「匠」とマイ箸作り

〇 〇 〇
トヨタ自動車株式会社
技能五輪国際大会種目試作モデル製作
（木型）元世界チャンピオン他

試作モデル製作のゴールドメダリストが、モノづくりを志したきっかけや技能五輪に挑む過程で
の苦労や学びを語ります。無垢の木材をノミで削り、カンナで滑らかに仕上げる「匠の技」も実
演します。参加者はマイ箸を作り、試作モデル製作技能を体験してもらいます。

12
アビリンピックは面白い！
WE ARE！！我々を見よ

○ ○ 〇
トヨタループス株式会社
全国アビリンピック金メダリスト他

障害のある方々の雇用の促進を図ることを目的として毎年開催しているアビリンピックは近年、
パソコン競技が増えて内容もより難しくなってきました。講座ではデータ入力の速さと帳票作
成の正確さを体験して頂きます。実際の仕事に近い内容で仕事の面白さや難しさをお伝えし
ます。

13
喫茶サービスなどの作業学習を通じて
社会生活力を身につける！

○
たかはま障がい者支援センター
小松 邦明 氏

ＳＳＴ（ソーシャルスキルストレーニング）の手法を用いて実施します。
喫茶サービスなど作業学習をしたときに実際に悩んだことをテーマに挙げて、生徒一人ひと
りの意見を大切にし、お互いに学びあい、気づきを得られるよう、わかりやすく進めていきま
す。喫茶サービスに限らず、仕事をするうえで重要な「相手の立場に立って考える」ことを、体
験を通じて学ぶことができます。 

27
働く上での技能の大切さ

〇
愛知障害者職業能力開発校
訓練課長
前島 和雄 氏

職業能力として生徒に機械CADの指導をする中で、障害のある生徒をアビリンピックのみな
らず若年者ものづくり競技大会に挑戦させて入賞したり、アビリンピック金賞から国際大会へ
の挑戦もさせている経験から、モノづくりの可能性についてお話します。

28 “働く”ことが自立に繋がる ○ ○ 〇
元アイシンウェルスマイル株式会社
グループサポート部
萩本 益巳 氏

元特別支援学校の教員であり、現在は障害者雇用の推進を行っている講師が、製造業で働
くやりがいと、働く上でのこころがまえと自立についてお話します。

30 印刷業で働く魅力を体験しよう！ 〇 ○ 〇
東邦フラワー株式会社
代表取締役社長
堀田 達也 氏

前半の講話では、働く意義や自分にとっての理想の仕事の見つけ方、働くうえでの心構え等
について、東邦フラワーの事例も交えながら説明します。
後半の体験では、印刷業のメイン業務の一つである、封入封かんや梱包、名刺印刷の検品
等を体験いただきます。

45
自分の想像を創造しよう

○ ○ 〇
NPO法人ARTIST JAPAN理事長
書家 芸術家／芸術療法士
森脇 友理 氏

NPO法人ARTIST JAPANは、障害児者等に対し、日本文化や芸術に触れる事業を行ってい
ます。本人・保護者の生き甲斐を見つけ、障害児者等が作成した作品の展示会を行い、障害
児者等に係る生き甲斐、社会とのつながりの創出をすると共に、発達障害児等に対し教育・
療育を行うことで、障害児者等の福祉向上に寄与することを目的としています。 学校の希望
に応じた体験活動を実施します。
（実施例） 風船スタンプで宇宙を描こう、ダンボールで作ってみようなど

アビリンピックとは？

アビリンピックは、障害のある方々が、日頃培った技能を互いに競い合うこと
により、その職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一般の人々に障害
のある方々に対する理解と認識を深めてもらい、その雇用の促進を図ること
を目的として開催しています。2024年度、2025年度の全国大会は愛知県で
開催されます。

【運営事務局】特定非営利活動法人アスクネット
TEL：052-881-4349 FAX：052-881-5567

特別支援学級・学校に出向いて児童・生徒の状況に合わせてオリジナルの講座を作成します。
専門性の高い講師がモノづくりにまつわる講座を行うことで、児童・生徒のモノづくりへの興味・関心をより引き出すことが
可能です。下記は専門の講師による講座の一部抜粋になります。
※それぞれの学校状況に合わせて講座内容を一部変更することがあります。

愛知県公式チャンネル JEED公式チャンネル

☛【動画はこちら】

見学会もおススメ！

見学会もおススメ！
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